
 

紫
式
部
は
「
女
八
大
家
」
（
『
女
撰
要
和
国
織
』<

10>
 

『
女
教
千
載
小
倉
栞
』<

11>

）
、
「
本
朝
名
女
」
（
『
女

有
職
莩
文
庫
』<

13>

）
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
呼
称
の
由
来
や
伝
記
が
語
ら
れ
、
ま
た
、
「
水
鳥

を
水
の
上
と
や
よ
そ
に
見
ん
我
も
浮
き
た
る
世
を
過
ご
し
つ
つ
」（
『
女
訓
百
人
一
首
錦
鑑
』<

９>

）の
名
歌
な

ど
も
見
ら
れ
ま
す
。
「
倭
国
賢
女
」（
『女
教
万
宝
全
書
東
鏡
』<

12>

）は
や
や
特
異
で
、
あ
る
殿
上
人
が
か
い

ま
見
し
た
、
后
の
宮
の
女
房
た
ち
の
蛍
に
つ
い
て
の
優
雅
な
会
話
を
紹
介
し
て
い
ま
し
て
、
清
少
納
言
、
紫
式

部
、
赤
染
衛
門
、
伊
勢
大
輔
、
和
泉
式
部
、
馬
内
侍
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。  

Ⅰ. 

『源
氏
物
語
』の
作
者 

 

紫
式
部 

＊ 
<
>

内
の
数
字
は
資
料
番
号 

 
 

ま
ず
、
『源
氏
物
語
』の
作
者
紫
式
部
を
描
い
た
も
の
を
掲
げ
ま
し
た
。 

紫
式
部
絵
は
、
石
山
寺
に
ま
つ
わ
る
伝
説
、
物
語
の
執
筆
を
拝
命
し
た
紫
式
部
が
石
山
寺
に
参
籠
し
、

琵
琶
湖
に
映
る
中
秋
の
名
月
を
眺
め
、
そ
の
光
景
か
ら
霊
感
を
得
て
、
須
磨
巻
の
「
今
宵
は
十
五
夜
な
り
け

り
」
か
ら
執
筆
し
た
と
い
う
伝
承
に
基
づ
く
絵
柄
が
中
心
を
占
め
ま
す
（
『
菊
寿
百
人
一
首
操
文
庫
』<

１>
 

『
和
歌
百
人
一
首
』<

２> 

『
女
教
草
大
和
錦
』<

３>

）
。
中
に
は
、
紫
式
部
の
画
像
ば
か
り
で
な
く
、
伝
説
の
概

略
を
付
し
た
も
の
（
『万
玉
百
人
一
首
』<

８>

）
や
『
源
氏
物
語
』の
成
立
と
意
義
を
記
し
た
も
の
（
『
操
百
人
一

首
華
文
庫
』<

14>
 

『花
鳥
百
人
一
首
』<

６>

）
な
ど
も
あ
り
ま
す
。 

石
山
寺
か
ら
琵
琶
湖
を
眺
め
や
る
紫
式
部
の
姿
は
、
中
国
の
瀟
湘
八
景
に
倣
っ
た
「
近
江
八
景
」
と
結
び

付
い
て
、
そ
の
光
景
を
取
り
入
れ
て
描
か
れ
た
り
し
ま
す
。
ち
な
み
に
、
近
江
八
景
は
、
石
山
秋
月
、
三
井
晩

鐘
、
瀬
田
夕
照
、
粟
津
晴
嵐
、
唐
崎
夜
雨
、
比
良
暮
雪
、
堅
田
落
雁
、
矢
橋
帰
帆
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
和
歌
が

詠
ま
れ
、
近
江
八
景
歌
が
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
紫
式
部
絵
は
、
そ
の
中
か
ら
「
石
山
秋
月
」の
「
石

山
や
鳰
の
海
照
る
月
影
は
明
石
も
須
磨
も
ほ
か
な
ら
ぬ
か
は
」
が
記
さ
れ
た
り
し
ま
す
（
『
源
氏
物
語
絵
尽

大
意
抄
』<

４>
 

『
湖
月
百
人
一
首
操
庫
』<

５> 

『
百
人
一
首
〔
仮
称
〕
』<

７>

）
。
ま
た
、
紫
式
部
の
朋
友
の
小

少
将
が
亡
く
な
っ
た
後
に
、
同
僚
の
女
房
と
詠
み
交
わ
し
た
歌
「
誰
か
世
に
長
ら
え
て
見
む
書
き
留
め
し
跡

は
消
え
せ
ぬ
形
見
な
り
と
も
」（
紫
式
部
集
、
新
古
今
集
・
哀
傷
）
が
添
え
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
（
『
和
歌

百
人
一
首
』<

２>

）。 

（
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
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小
町
谷
照
彦
） 


